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徳島大学先端酵素学研究所「共同利用・共同研究」公募要領 

 

2025年 12月 1日 

 

徳島大学先端酵素学研究所は、生命現象の中心的役割を担う酵素について、生体反応の触

媒としての構造や機能を探るこれまでの酵素学を基盤に、オミクス、ゲノム編集などの最新

技術を用いた包括的解析を推し進め、｢先端酵素学｣を創出する研究所です。この観点に基づ

き、ゲノムから個体に至る生命情報を統合的に理解する研究を推進し、国際的に先導的な研

究成果を発信するとともに、健康長寿社会の実現に向けた疾患の病態解明と医療への応用

を目指しています。2016 年度に設立された本研究所は、文部科学省の共同利用・共同研究

拠点のひとつです。この度、次の要領にて、2026 年度の共同利用と共同研究を募集いたし

ます。 

 

 

１．公募事項 

 

（A） 共同利用 

本研究所では、プロテオーム解析、メタボローム解析、ゲノム編集マウスおよびゲノム編

集細胞作製、小胞体ストレス応答および統合的ストレス応答解析、生体高分子のサイズ計測

および相互作用解析に関する技術支援を提供しています。国内外からの共同利用を広く公

募します。原則として旅費を補助します。（但し旅費が不要の場合は、消耗品などへの使用

を認めます）。また、１件あたり 15万円を上限に補助し、不足分は受益者負担とします。 

 

A-1. プロテオーム解析（担当：小迫英尊） 

高性能質量分析計（Thermo Fisher Scientific 社 Orbitrap Fusionおよび Q Exactive 

Plus および Bruker 社 timsTOF HT）を用いたプロテオーム解析。プロテオミクス解析ソフ

トとしては、Proteome Discoverer、BioPharma Finder、PEAKSなどが利用可能です。ヒト

試料を対象とした解析には臨床研究倫理に関する承認が適宜必要です。必要経費の例：一次

元または二次元電気泳動したゲル片や免疫沈降物からのタンパク質の同定と定量（15 千円

／サンプル）、目的タンパク質のリン酸化、ユビキチン化などの翻訳後修飾の同定と定量（方

法により 20〜30 千円／サンプル）、細胞抽出液などの複雑な試料中のタンパク質及びその

修飾部位の大規模同定と定量解析（TMT標識法、PRM、DIA、ラベルフリー定量 など、方法に

より 15〜30 千円／サンプル）。 

試料の調製法など、詳細は小迫英尊(kosako@tokushima-u.ac.jp) にご相談ください。 

 

A-2. ゲノム編集マウス・ゲノム編集細胞作製（担当：竹本龍也・沢津橋俊） 

CRISPR/Cas9 システムを用いたゲノム編集マウス作製：受精卵エレクトロポレーション
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法により CRISPR/Cas9 システムを受精卵に導入することで、遺伝子改変マウスを作製しま

す。必要経費の例：遺伝子破壊マウス・点変異導入マウスの作製 500-600 千円程度（共同

利用経費で賄えない不足分は受益者負担となります）。また、別途、飼育管理費やマウス輸

送費用等が必要になります。 

詳細は竹本龍也（takemoto.tatsuya@tokushima-u.ac.jp）にご相談ください。 

CRISPR/Cas9 シ ス テ ム を 用 い た ゲ ノ ム 編 集 培 養 細 胞 作 製 ： VIKING 法 (Sci 

Rep.8,593,2018)により、遺伝子ノックアウト細胞やレポーターノックイン細胞を作製しま

す。また必要に応じて、シングルセルからの細胞株の樹立や蛍光レポーターによる分取、ゲ

ノム配列解析を対応します。必要経費の例：遺伝子ノックアウト細胞・レポーターノックイ

ン細胞の作成 150-400 千円程度（共同利用経費で賄えない不足分は受益者負担となります、

ゲノム配列解析を次世代シーケンスで行う場合、細胞株樹立にシングルセル分取を行う場

合等は別途費用が必要になります）。 

詳細は沢津橋俊（shun-sawa2@tokushima-u.ac.jp）にご相談ください。 

 

A-3. メタボローム解析（担当：親泊政一） 

高性能質量分析計（Thermo Fisher Scientific 社 Q Exactive）と、インタクト社が開発し

た世界初の LC-MS 用非誘導体化アミノ酸分析専用カラム（Intrada Amino Acid）を用いた

メタボローム解析を実施します。血漿、血清、組織抽出液、培養細胞など多様な試料に対応

し、アミノ酸および関連代謝物を高感度かつ高再現性で定量します。なお、システインは側

鎖のチオール基（–SH）が酸化されやすく、非誘導体化条件下では安定に検出できないため、

酸化体であるシスチン（Cys–S–S–Cys）として定量を行います。必要経費の例：非誘導体化

アミノ酸分析 10 千円／サンプル（共同利用経費で賄えない不足分は受益者負担となりま

す）。 

試料の調製法など、詳細は親泊政一（oyadomar@tokushima-u.ac.jp）にご相談ください。 

 

A-4. 小胞体ストレス応答および統合的ストレス応答解析（担当：親泊政一） 

化合物処理や遺伝子発現変動により誘導されるストレス応答について、小胞体ストレス応

答（unfolded protein response, UPR）を構成する IRE1・PERK・ATF6の 3経路のうち、ど

の経路が活性化しているかを HEK293 細胞を用いたレポーターアッセイにより評価します。

さらに、統合的ストレス応答（Integrated Stress Response, ISR）を活性化する 4つの上

流キナーゼ（HRI、PKR、PERK、GCN2）のうち、どのキナーゼが活性化に関与しているかを、

4 重欠損（4KO）線維芽細胞などを用いた比較解析により明らかにします。必要経費の例：

各経路解析 100〜150 千円程度（共同利用経費で賄えない不足分は受益者負担となります）。 

詳細は親泊政一（oyadomar@tokushima-u.ac.jp）にご相談ください。 

 

A-5. 生体高分子サイズ計測、相互作用解析 (担当：齋尾智英) 

 SEC-MALS システム (Wyatt 社 Wyatt DAWN HELEOS II 8+) を用いた生体高分子のサイズ
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計測。ゲル濾過で分画した直後のタンパク質ホモ/ヘテロ多量体のサイズを光散乱から計測

します。また、NMR (Bruker 社 Avance III 500 MHz) を用いた生体高分子やペプチドの構

造評価、相互作用解析を行います。NMRデータの解析は基本的に利用者に行なっていただき

ますが、解析受託を希望される場合は相談してください。合計受け入れ件数は、年間 5件以

内とします。必要経費の例：SEC-MALSによるサイズ計測 (測定条件数により 7〜15 千円／

サンプル)、NMR 測定 (測定種類により 12〜80千円／サンプル 程度、ただしサンプルや測

定によって金額は変動します)。 

 詳細は担当者 (saio@tokushima-u.ac.jp) にご相談ください。 

 

 

（B）共同研究 

本研究所では、生命情報を統合的に理解する先端的な基礎医学研究を推進するとともに、

難治性疾患および慢性疾患の根本的理解と治療法の開発を目指しています。次の１４研究

分野に関して国内外からの共同研究を広く公募します。原則、共同研究経費として１件 30

万円/年度を上限とします。 

詳細は各分野担当者にご相談ください。 

なお、1研究室からの複数応募については、研究テーマが異なる場合は認めます。 

 

B-1.  蛋白質発現分野（担当：篠原康雄 yshinoha@genome.tokushima-u.ac.jp）  

B-2.  細胞情報学分野（担当：小迫英尊 kosako@tokushima-u.ac.jp） 

B-3.  発生生物学分野（担当：竹本龍也 takemoto.tatsuya@tokushima-u.ac.jp） 

B-4.  生体機能学分野（担当：親泊政一 oyadomar@genome.tokushima-u.ac.jp） 

B-5.  神経変性病態学分野（担当：坂口末廣 sakaguchi@tokushima-u.ac.jp）  

B-6.  生体防御病態代謝研究分野（担当：木戸博 kido@tokushima-u.ac.jp） 

B-7.  分子生命科学分野（担当：齋尾智英 saio@tokushima-u.ac.jp） 

B-8.  免疫系発生学分野（担当：大東いずみ ohigashi@genome.tokushima-u.ac.jp） 

B-9.  病態シグナル学分野（担当：水谷清人 kiyohito_mizutani@ tokushima-u.ac.jp） 

B-10. 生体力学シグナル分野（担当：福井一 fhajime@tokushima-u.ac.jp） 

B-11. 分子細胞形態学分野（担当：福田善之 fukuday@tokushima-u.ac.jp） 

B-12. 遺伝子発現制御学分野（担当：小林穂高 kobayashi.hotaka@tokushima-u.ac.jp） 

B-13. 生体防御医学分野（担当：安友康二 yasutomo@tokushima-u.ac.jp） 

B-14. 口腔病理学分野（担当：常松貴明 tsunematsu@tokushima-u.ac.jp） 

 

 

２．応募資格  

国内外の大学の教員その他研究機関に所属する研究者（大学院生を含む）および所長が認

める者。学術的に挑戦的な研究提案を期待します。本研究所は、性別、年齢、国籍、人種等
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の多様性を尊重します。 

 

３．申請方法 

申請書別紙（様式 1-A, 1-B）に記載ください。共同利用・共同研究の申請内容について

は、できるだけ各担当教員と事前に打合せてください。 

 また当該申請については、所属長の承諾を得てください。（承諾書は不要ですが、申請さ

れた時点で、承諾を得ている者として取扱いますのでご留意ください。） 

 

４．スケジュール 

公募期間：2025年 12月 1日～2026年 2月 6日 

採否決定：2026年 3月 31 日迄 

共同利用・共同研究期間：2026年 4月 1日～2027年 3月 31日 

 

５．選考及び選考の通知 

 共同研究については、「慢性炎症」に関する研究課題を重点課題として採択する予定です。 

 採否及び研究経費の配分額は、学外学識経験者を含む専門委員会において審議、決定後 3

月末日までに、申請者直接通知します。 

 

６．成果報告 

研究終了後、研究の内容・成果等及び論文・学会発表等の実績を、成果報告書 別紙（様

式２）2枚以下にて 2027年 3月 31日までに報告してください。 

また、成果を学術論文等として報告した場合は、論文中に本研究所の共同利用または共同

研究であることを明記し、別刷を１部送付願います。 

英文記載の場合は、Joint Usage and Joint Research Programs, the Institute of 

Advanced Medical Sciences, Tokushima University による支援を明記ください。 

成果報告会を開催して発表をお願いすることがございます。 

 

７．知的財産権の取扱い 

 原則として、当該発明に係る各研究者及びその機関の貢献度を考慮し、協議して帰属等を

決定します。 

 

８．安全保障輸出管理 

 海外へ研究機器、試料、技術指導などの提供や海外の研究者と共同研究の実施などにあた

り、徳島大学安全保障輸出管理規則に基づく手続きが必要となる場合があります。 

 

９．提出及び問合せ先 

申請者は「申請書(様式１）」をＰＤＦファイルにて、下記宛先まで電子メールで提出くだ
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さい。 

申請書等各様式は本研究所ホームページからダウンロードしてご使用ください。 

https://www.iams.tokushima-u.ac.jp/jointusage/ 

〒770-8503 徳島市蔵本町３-18-15 
徳島大学先端酵素学研究所事務室（共同研究担当） 
電話 088-633-9420 
電子メール kyodo@tokushima-u.ac.jp 


